
＜子どもたちの様子をお知らせします＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の遠足   ４・５歳児クラス 

        春の定期健診 全クラス 

身体計測・避難訓練 

  令和５年５月 1日 

目黒区立駒場保育園園長 

 

 気持ちよく晴れた空の下に、5歳児がグループごとに絞り染めをして作ったこいのぼりが、色とりどりに泳

いでいます。何色に染めるか、目はどのように塗るかなど、グループ内で相談して決め、「見て、僕たちの作

ったこいのぼりいいでしょ」と、自分たちのこいのぼりに愛着を持っているようです。 

さて、新年度を迎え 1 か月が過ぎ、新入児も“ここが毎日通う場所”と少しずつ分かってきているようで

す。0 歳児はお天気のいい日に一人ひとり抱っこで外の階段から園庭に行き、マットの上に腹ばいになった

り、座ったりして園庭の様子を感じているようです。そこへ 1 歳児クラスの子どもが手に玩具を持って近づ

いて来ると「どうぞ」というように差し出していました。自分より小さいということがわかるのでしょう、何

かしてあげたいという気持ちになったのかもしれません。また、ある日のこと 3，4，5歳児クラスが一緒に

散歩に行く時のことです。園庭に出て 5歳児と 3歳児が手をつなぐことになり、5歳児に迎えに行くよう伝

えると、少し恥ずかしそうな様子でそっと手を差し伸べていました。3歳児がそれを受けて手をつなぐとお互

い笑顔になり、みんな元気よく「行ってきまーす」と言って出かけていきました。その様子を 2 歳児が手を

振って見送っています。冬のころは“自分も行きたい”と泣いていた姿を思い出し、その子どもの心の成長を

感じた場面でした。 

今年度も一人ひとりがいろいろな姿で表す子どもの内面をしっかりと受け止め、子どもたちが豊かな経験

ができるように、職員一同努力していきたいと思います。 

先日はお忙しい中、全体保護者会にご出席くださりありがとうございました。今月はクラス懇談会を行いま

す。保護者の皆様と子どもたちの姿を共有し、1年間の発達の見通しや保育をお伝えしながら、懇談の場にし

ていきたいと思います。皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

保育士の出したガラガラを振るなど、気になるところ

へ這い這いで行って玩具に手を伸ばして遊んでいます。

室内だけではなく天気が良い時はテラスへ出ています。

風に吹かれて目を細め、保育士が「風がピューって来た

ね」と声をかけるとかわいい笑顔を見せてくれるように

なりました。ご飯の前にはお腹がすいて抱っこを求めた

り、離乳食を食べ終わると自分のベッドで眠れる日も多

くなってきました。園生 

活に慣れてきたことを嬉 

しく思います。 

 

 部屋では見つけた玩具を触ってみたり、園庭で

は探索して気になる場所に行っています。部屋で

で遊んでいた時、友達が段ボールに布を張った箱

を押しているのをじっと見ていた子も真似をして

箱を押してみています。「上手だね」と保育士が言

うと、笑顔になり手元をしっかりと見て押してい

ました。友達がやっていることや遊びに“おもし

ろそう”と興味が膨らんでいるようです。 

 
 

         

５歳児クラス  １歳児クラス   

２歳児クラス  ３歳児クラス   

４歳児クラス  ０歳児クラス 

クラス懇談会  



 

 

蚊に刺されやすい時期になりました。蚊に刺されやすいお子さんは、登園前に自宅で虫除け剤を塗っ

てくることをおすすめいたします。また薄手の長袖や長ズボンを着用することでも予防することが

できます。虫よけシールは取れやすく、小さいお子さんが口に入れると危険なためご遠慮ください。

園庭では、排水マスに昆虫成長制御剤を入れて蚊の発生を抑制し、蚊取り線香を使用していきます。

気になることや心配なこと等ありましたら、職員にお尋ねください。 

午睡室の巧技台に並んで座り 「バスに乗って揺

られてる…」とバスごっこの歌をみんなで一緒に歌

って「ごーごー」と右手を上げて楽しんでいます。

また、「消防車やろう」「ぼくが運転する」と声が上

がり、牛乳パックの椅子を並べた周りについ立てを

置いて消防車を作ると「あっちが燃えてる、消しに

行かなきゃ」と火を消す真似までしています。自分

が見たり知っていることを友 

達や保育士と一緒に再現して 

楽しんでいます。 

 

１階での生活に徐々に慣れ、年上の子どもたち

に興味津々です。すみれ組の子が数名遊びに来て

牛乳パックの積み木で囲いを作っていると、“何

を作っているんだろう”といった表情で見ていま

した。家を作っていることがわかると「ピンポン、

いれて」とその中に入っていました。その後同じ

ように牛乳パック積み木で囲いを作り家にして

中に出入りしたり、駐車場にして車を停めたり

と、すみれ組の遊びに刺激を受けて、自分たちの

遊びとして楽しんでいました。 

室内でお家ごっこを楽しんでいる子どもたち

です。「ここに洗濯ばさみで布とめて、部屋にし

よう。洗濯ばさみ持ってくるね」と一人の子がア

イデアを出すと「いいね、そしたら、ご飯作った

らピクニックにも行こうよ。あっちに布を敷いて

食べよう」「ピクニックいいね、楽しそう」と自分

のアイデアを出しながら友達のアイデアも受け

入れています。お互いの経験をもとに意見を出し

たり、役割分担したりしながら好きな遊びを進め

ています。 

 

 園庭に行くと「ドッヂボールしよう」と声が上

がります。それまで行ってきた中当てとの違い

は個人からチーム戦になったことです。始めた

ころはは転がるボールを奪い合ったり、当てら

れて泣いたりすることもありました。遊びを重

ねていくうちに子ども同士でボールに最初に触

れた方が手にするとルールが決まり、当てられ

てしまった友達にチームメイトが「次があるよ」

と声を掛けています。繰り返し行う中でルール

を理解して、楽しんでいます（プレー前の整列の

様子です）。 

保健室より～虫除け対策についてのお知らせ 

 

 

 

 

 


